
 

 

報道発表資料 
2 0 2 2 （令 和 4 ）年 3 月 2 3 日 

 

 

 

 

 

建造中の共有船が初めて特定船舶導入計画の認定を取得 

 

 

 

 

令和３年５月に、いわゆる海事産業強化法が成立しました。これにより、造船・海運分野における特定船

舶（優れた省エネ等装置を備えた船舶）導入計画の認定制度が創設され、鉄道・運輸機構は、共有比率の

上限拡充と適用利率の低減により、同認定を受ける海運事業者の内航船建造を支援することとなりました。 

 

これを受けて、有限会社昭進汽船は、率先して特定船舶に該当する共有船を建造することとし、株式会

社三浦造船所と共同で特定船舶導入計画の認定申請を国土交通大臣に行った結果、今般、内航船の第

一番船として特定船舶導入計画の認定を受けました。 

 

鉄道・運輸機構は、引き続き、特定船舶を導入する共有船主の皆様、内航船への省エネ・環境対応技術

の導入等に取り組む造船事業者の皆様による、同制度の活用を積極的に支援してまいります。 

 

 

【建造船舶の概要】 

共同建造事業者   有限会社昭進汽船（沖縄県那覇市） 

船種    セメント運搬船 

造船所    株式会社三浦造船所（大分県佐伯市） 

竣工予定     令和５年３月 

就航予定航路   安和（沖縄県名護市）～那覇 

総トン数   約１，５９９ Ｇ/Ｔ 

ＬＢＤ     ７９.９０×１３.９０×６.５５（m） 

主機出力   ２,０５９ kW ×１基 

 

 

                              

 

＜本件に関するお問合せ先＞ 

独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構 

共有船舶建造支援部 建造支援課 中村、岡室 

TEL：045-222-9139 

株式会社三浦造船所で建造している有限会社昭進汽船との共有船が、国土交通大臣から

特定船舶導入計画の認定を受けました。これは内航船として第１号の認定となります。 



  

 

 

 

海事産業強化法に基づく計画認定・支援制度の全体像 

 
                                             （出典：国土交通省ホームページより） 

 

機構における制度改正の概要 
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